
８
０
０
０
ベ
ク
レ
ル

超
を
国
の

仮
設
焼
却
炉
で
燃
や
す

（
一
関
）

一
関
・
平
泉
地
区
で
は
、

狐
禅
寺
に
国
事
業
で
仮
設

焼
却
炉
を
つ
く
り
、
８
０
０

０
ベ
ク
レ
ル
／
ｋ
ｇ
を
超

え
る
高
い
レ
ベ
ル
の
汚
染

稲
わ
ら
３
２
８
㌧
（
一
関
・

平
泉
分
２
５
８
㌧
、
さ
ら
に

周
辺
市
町
村
か
ら
７
０
㌧
）

を
燃
や
す
と
い
う
方
針
が

提
示
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
高

レ
ベ
ル
部
分
の
終
了
の
あ

と
、
地
元
広
域
組
合
が
事
業

を
引
継
ぎ
、
ホ
ダ
木
一
万
四

五
〇
〇
㌧
を
焼
却
し
、
牧
草

４
９
２
５
㌧
に
つ
い
て
は

別
途
大
東
清
掃
セ
ン
タ
ー

で
焼
却
す
る
と
し
て
い
ま

す
。
地
元
説
明
会
で
は
、
一

般
ご
み
と
混
ぜ
て
焼
却
す

る
の
で
排
出
す
る
放
射
能

灰
は
５
６
０
０
Ｂ
ｑ
／
ｋ

ｇ
を
上
ま
わ
ら
な
い
と
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
盛
岡
な

ど
の
１
０
０
０
Ｂ
ｑ
／
ｋ

ｇ
以
下
に
比
し
て
極
め
て

高
い
数
字
で
す
。
住
民
説
明

会
で
は
反
対
の
声
が
相
次

ぎ
、
特
に
、
狐
禅
寺
地
区
で

は
、
「
再
度
焼
却
炉
を
狐
禅

寺
に
は
建
設
し
な
い
」
と
い

う
市
長
と
交
わ
し
た
「
覚
え

書
」
が
あ
り
、
計
画
は
ス
ト

ッ
プ
状
態
で
す
。

六
八
〇
㌧
を
焼
却
す
る

（岩
手
町
と
玉
山
区
）

八
月
二
六
日
盛
岡
市
は

岩
手
町
と
玉
山
地
区
内
の

放
射
能
汚
染
牧
草
・
稲
わ

ら
・
ホ
ダ
木
六
八
〇
㌧
の
焼

却
方
針
を
市
議
会
に
提
案

し
ま
し
た
。
九
月
八
日
に

「
春
を
呼
ぶ
会
」
や
「
岩
手

の
会
」
な
ど
七
団
体
が
盛
岡
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ご
み
焼
却
炉
に
よ
る
放
射
能
汚
染
農
林
系
副
産
物
の
焼
却

処
分
計
画
が
、
一
関
・
平
泉
地
区
に
続
き
、
岩
手
・
盛
岡
（
玉

山
区
）
、
奥
州
・
金
ヶ
崎
地
区
、
北
上
地
区
の
清
掃
セ
ン
タ
ー

で
開
始
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
昨
年
一
月
に
、
当
会
は

じ
め
県
内
八
市
民
団
体
が
、
知
事
に
「
一
般
焼
却
炉
で
は
放

射
性
物
質
の
拡
散
を
防
げ
ず
健
康
被
害
を
も
た
ら
す
」
と
し

て
中
止
を
要
請
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
環
境
省
は
「
バ
グ
フ

ィ
ル
タ
ー
で
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
を
９
９
・
９
９
％
捕
捉
で
き

る
」
と
し
て
、
焼
却
計
画
を
強
引
に
推
進
し
て
い
ま
す
。
バ

グ
フ
ィ
ル
タ
ー
を
す
り
抜
け
る
放
射
性
微
粒
子
は
人
間
の
体

内
に
入
り
深
刻
な
健
康
被
害
を
も
た
ら
し
ま
す
。
焼
却
の
即

刻
中
止
を
求
め
ま
す
。

焼却対

象量
焼却量

保管

量

㌧ ㌧ ㌧

完了

八幡平市 316 0

花巻市 2456 2,535 0

葛巻町 16 0

紫波町 73 0

矢巾町 188 0

実施

中

一関市 １9,７８０ 1,626

遠野市 （2,000） 477

宮古市 206

山田町 1,416

岩泉町 104

奥州市 6

金ヶ崎町 32

検討

中

盛岡市 163

岩手町 514

滝沢市

北上市 576

平泉町

釜石市

大船渡市

陸前高田

市

大槌町

住田町

久慈市

一戸町

合計 38,646 6,995

岩手県環境生活部資源循環推進課

（２６年５月３１日現在）

＊県は、風評被害を理由として市町村別焼

却量と対象物の県合計のみ公表。太字の数

字は、これまで公表された市町村広域組合

の焼却処理計画書からの加筆。（）は牧草



市
長
と
岩
手
町
長
、
管
理
組

合
責
任
者
へ
焼
却
反
対
の

要
請
書
と
質
問
書
を
提
出

し
、
担
当
者
と
話
し
合
い
を

持
ち
ま
し
た
。

住
民
説
明
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
が
、
疑
問
を
感
じ

る
市
民
達
は
九
月
末
に
焼

却
炉
管
理
の
環
境
組
合
議

会
（
岩
手
町
議
、
盛
岡
市
議

各
３
人
）
に
陳
情
書
を
提
出
、

一
〇
月
一
〇
日
開
催
さ
れ

た
組
合
議
会
を
傍
聴
し
ま

し
た
。
し
か
し
、
陳
情
書
は

不
採
択
で
し
た
。

一
一
月

一
四
日
に
は
盛
岡
市
議
会

に
お
い
て
「
汚
染
牧
草
の

件
」
に
つ
い
て
、
陳
情
書
提

出
市
民
に
よ
る
意
見
陳
述

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

試
験
焼
却
を
開
始

（
奥
州
市
・
金
ヶ
崎
町
）

試
験
焼
却
を
九
月
二
三

～
二
六
日
に
行
う
た
め
、
事

前
説
明
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
住
民
の
合
意
が
得
ら

れ
れ
ば
本
焼
却
を
行
う
と

し
て
い
ま
す
。

五
七
六
㌧
を
焼
却
し
た
い

（
北
上
市
）

北
上
市
は
九
月
二
六
日

市
内
二
〇
箇
所
に
分
散
保

管
し
て
い
る
牧
草
や
ホ
ダ

木
な
ど
五
七
六
㌧
の
汚
染

物
を
来
年
三
月
か
ら
本
格

焼
却
処
理
す
る
と
発
表
し

ま
し
た
。

イ
ギ
リ
ス
の
環
境
医
学
会
の

論
文
に
ご
み
焼
却
炉
の
危
険
性

が
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

以
下
・
抜
粋

《
小
見
出
し
》
は
編
集
部

《
排
気
に
毒
性
金
属
》

◆
例
外
な
く
ゴ
ミ
焼
却
炉
排

気
に
は
毒
性
金
属
が
含
ま
れ

て
お
り
、
飛
灰
に
は
、
毒
性

金
属
が
高
濃
度
に
存
在
す
る
。

《
体
内
に
入
っ
た
放
射
能
》

◆
呼
吸
に
よ
り
体
内
に
入
っ

た
放
射
性
物
質
は
α
線
及
び

β
線
を
放
射
す
る
こ
と
に
な

る
。
体
外
か
ら
放
射
さ
れ
る

α
線
β
線
の
危
険
性
は
低
い

が
、
体
内
か
ら
の
放
射
は
強

力
な
破
壊
力
を
生
ず
る
。

《「
Ｐ
Ｍ
２
・
５
」
と
は
》

◆
微
粒
子
は
空
気
中
の
微
小

な
粒
子
で
、
サ
イ
ズ
に
よ
っ

て
分
類
さ
れ
る
Ｐ
Ｍ
１
０
は

直
径
十
ミ
ク
ロ
ン
以
下
、
微

細
粒
子
Ｐ
Ｍ
２
・
５
は
直
径

２
・
５
ミ
ク
ロ
ン
以
下
、
超

微
細
粒
子
Ｐ
Ｍ
０
・
１
は
直

径
０
・
１
ミ
ク
ロ
ン
以
下
で

あ
る
。
ご
み
焼
却
炉
は
膨
大

な
量
の
Ｐ
Ｍ
２
・
５
お
よ
び

Ｐ
Ｍ
０
・
１
を
発
生
す
る
。

一
般
的
に
使
用
さ
れ
て
い
る

バ
グ
フ
ィ
ル
タ
ー
は
篩
（
ふ

る
い
）
の
よ
う
な
役
目
を
果

た
し
、
小
さ
な
粒
子
を
効
率

的
に
通
過
さ
せ
、
危
険
性
の

低
い
大
き
な
粒
子
の
通
過
を

遮
断
す
る
。
こ
の
よ
う
な
フ

ィ
ル
タ
ー
は
Ｐ
Ｍ
２
・
５
の

５
～
３
０
％
を
ブ
ロ
ッ
ク
す

る
が
、
Ｐ
Ｍ
０
・
１
は
ブ
ロ

ッ
ク
さ
れ
る
こ
と
な
く
フ
ィ

ル
タ
ー
を
素
通
り
す
る
。
事

実
、
ご
み
焼
却
炉
か
ら
排
出

さ
れ
る
微
粒
子
の
大
半
は
危

険
性
の
高
い
超
微
細
粒
子
で

あ
る
。

《
微
粒
子
が
体
内
に
》

◆
小
さ
な
微
粒
子
は
鼻
や
細

気
管
支
で
取
り
除
か
れ
ず
、

そ
の
小
さ
さ
故
に
呼
吸
に
よ

り
肺
の
奥
深
く
に
入
る
と
、

そ
の
ま
ま
血
流
に
入
り
込
み

長
時
間
血
中
に
存
在
し
続
け

る
。
そ
の
後
微
粒
子
は
細
胞

膜
を
通
過
し
て
細
胞
核
へ
侵

入
し
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
に
作
用
す
る
。

《
軽
い
微
粒
子
が
沢
山
》

◆
最
小
サ
イ
ズ
の
微
粒
子
、

特
に
超
微
粒
子
（
Ｐ
Ｍ
０
・

１
）
は
そ
の
サ
イ
ズ
の
小
さ

さ
と
相
対
的
な
表
面
積
の
広

さ
故
高
い
化
学
反
応
性
を
持

っ
て
い
る
。
最
小
サ
イ
ズ
微

粒
子
が
よ
り
危
険
な
の
は
、

単
位
重
量
当
た
り
何
千
倍
も

宮
古
市
の
開
業
医
岩
見
億

丈
医
師
（
医
学
博
士
）
は
、

昨
年
秋
以
来
放
射
性
物
質

に
汚
染
さ
れ
た
牧
草
等
の

焼
却
処
理
に
疑
問
を
持
ち
、

宮
古
市
の
ご
み
焼
却
炉
の

焼
却
に
つ
い
て
調
査
研
究

を
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の

集
大
成
と
し
て
こ
の
九
月

に
広
島
で
行
わ
れ
た
第
二

五
回
廃
棄
物
資
源
循
環
学

の
数
の
微
粒
子
が
存
在
す
る

こ
と
で
あ
る
。
ゴ
ミ
焼
却
炉

内
で
は
重
金
属
、
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
、
そ
の
他
化
学
物
質
が

微
粒
子
表
面
に
付
着
し
て
、

毒
性
を
増
す
こ
と
に
な
る
。

人
体
に
は
肺
奧
深
く
の
汚
れ

を
効
果
的
に
取
り
除
く
メ
カ

ニ
ズ
ム
が
備
わ
っ
て
い
な
い
。

《
ゴ
ミ
焼
却
炉
は

微
粒
子
発
生
器
》

◆
ゴ
ミ
焼
却
炉
は
微
粒
子
の

効
果
的
発
生
源
で
あ
り
、
死

亡
率
に
対
し
て
大
き
な
影
響

の
あ
る
微
小
サ
イ
ズ
の
微
粒

子
を
主
と
し
て
生
産
す
る
。

ゴ
ミ
焼
却
炉
に
は
致
死
的
な

潜
在
能
力
が
備
わ
っ
て
い
る

の
は
確
か
で
あ
る
。

会
研
究
発
表
会
に
お
い
て
、

報
告
を
行
い
ま
し
た
。

岩
見
医
師
は
「
焼
却
炉
風

下
で
空
間
線
量
率
の
異
常

上
昇
が
観
察
さ
れ
、
排
ガ
ス

中
放
射
性
物
質
の
飛
来
が

原
因
と
考
え
ら
れ
る
。
超
微

小
粒
子
お
よ
び
気
体
状
態

で
排
ガ
ス
中
に
存
在
す
る

放
射
性
セ
シ
ウ
ム
の
測
定

法
を
確
立
す
る
こ
と
が
本

学
会
の
急
務
で
あ
る
」
と
し

「
九
九
・

九
％
除
去
仮
説

に
対
し
て
多
く
の
反
証
が

存
在
し
、
焼
却
物
中
放
射
性

セ
シ
ウ
ム
の
二
割
前
後
が

バ
グ
フ
ィ
ル
タ
ー
を
通
り

抜
け
る
と
考
え
ら
れ
る
。
現

行
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
測

定
法
は
科
学
性
が
な
い
」
と

報
告
し
ま
し
た
。

岩
見
氏
ら
研
究
メ
ン
バ

ー
は
学
会
報
告
に
先
立
っ

て
、
宮
古
市
内
七
一
一
箇
所

の
測
定
点
で
空
間
線
量
率

を
測
定
し
、
焼
却
炉
の
排
気

が
、
卓
越
す
る
西
風
に
よ
っ

て
東
に
運
ば
れ
、
燃
焼
に
比

例
し
て
増
減
し
て
い
る
と

報
告
し
ま
し
た
。

岩
見
氏
の
レ
ポ
ー
ト
は

次
の
ウ
ェ
ブ
か
ら
見
ら
れ

ま
す
。
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この報告書はブログ「風の谷」に掲載中。

http://blog.goo.ne.jp/flyhigh_2012/e

/fdf5d250fb06da26bdd09f0943dc339f

第４回放射能問題市民交流会
日時 １１月２３日（日）

10:00 ～ 16:00

盛岡市：ベルフ青山会議室
レポート：１人１０分

Ａ４版レジメ（６０部）

１１月１４日締め切り

◎当日参加も大歓迎

連絡先 019-653-9130（阿部）


